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〔ダンプ労働者・建設労働者等の労働条件改善にむけて〕   

   

   

 

   

 

  

        

 

  

 

  

  

 

   

    

      

 

  

 

 

    

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

八
面
六
臂
（
は
ち
め
ん
ろ
っ
ぴ
） 

 

２
０
２
１
年
の
干
支
「
丑
年
」
っ
て
ど
ん
な

年
？
▼
丑
は
十
二
支
の
一
つ
。
２
番
目
に
数
え

ら
れ
、
西
暦
を
１
２
で
割
っ
て
５
余
る
年
が

「
丑
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
土
用
の
丑
の

日
・
丑
の
刻
参
り
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
通

り
、
年
・
月
・
日
・
時
刻
・
方
位
な
ど
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。
▼
丑
っ
て
ど
ん
な
意
味
か
？
「
丑
」

は
中
国
で
生
ま
れ
た
漢
字
で
、
本
来
の
意
味
は

「
か
ら
む
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
芽
が
種
子

の
中
で
伸
び
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
を
表
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
を
後
に
覚
え
や
す
く

す
る
た
め
に
「
牛
」
の
意
味
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
牛
は
古
く
か
ら
酪
農
や
農
業
で
人
々
を
助

け
て
く
れ
る
存
在
と
し
て
重
要
な
生
き
物
で
し

た
。
大
変
な
農
業
を
地
道
に
最
後
ま
で
手
伝
っ

て
く
れ
る
様
子
か
ら
、
丑
年
は
我
慢(

耐
え
る)

や
発
展
の
前
触
れ
（
芽
が
出
る
）
を
表
わ
す
年

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
十
二
支
の
２

番
目
で
、
芽
吹
き
を
迎
え
よ
う
と
す
る
丑
年
。

過
去
に
は
人
類
初
の
宇
宙
飛
行
や
、
日
本
で
は

自
民
党
か
ら
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
の
デ
ビ
ュ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン

１
号
店
出
店
な
ど
革
新
的
な
出
来
事
も
あ
り
ま

し
た
。
▼
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
丑
年
、
２

０
２
１
年
は
全
国
民
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
恐
怖

に
怯
え
る
「
悪
魔
の
よ
う
な
年
明
け
」
と
な
っ

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
が
年
末
年

始
に
急
拡
大
し
、
首
都
圏
が
「
感
染
爆
発
」
状

態
に
な
り
、
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
国
民
に

最
大
限
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
は
た
し
て
２

月
に
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
な
る
か
？
４
月
か

ら
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
の
か
？
相

次
ぐ
「
場
当
た
り
的
な
首
相
発
言
」
に
は
、
国

民
の
不
安
と
不
信
が
広
が
る
。
菅
総
理
は
、
テ

レ
ビ
出
演
を
重
ね
て
い
る
が
「
出
る
た
び
に
不

信
を
招
く
自
滅
の
刃
」
に
も
見
え
る
。
▼
秋
田

で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
ま
し
た
。
毎
日
感

染
者
が
出
て
い
ま
す
の
で
予
防
は
し
っ
か
り
し

ま
し
ょ
う
。
今
年
は
皆
で
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
、

そ
の
中
か
ら
数
々
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
、
希
望
に
満
ち
た
年
に
な
る
と
よ
い
で
す
ね
。 

（
正
） 
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当面のおもな予定 

●2月 7日（日）10時～12時 新型コロナ学習会（草彅医師・中通病院）、 

医療労働者の訴え【くらしと労働会館】 

●2月 16日（火）18時 30分～ 第 3回最賃学習会【くらしと労働会館】 

●2月 20日（土）13時～ 第 56回秋田県多喜二祭【秋田市文化会館小ホール】 

●3月 6日（土）10時～15時 県本部執行委員会【組合事務所】 

●3月 7日（日）13時 30分～15時 30分 なくせ原発集会【イヤタカ】 

●4月 18日（日）10時～ トラックダンプデモ【秋田市向浜・予定】 

 

建交労第 22回中央委員会を開催 

オール建交労でコロナ禍を乗り越えよう 

賃上げ・雇用拡大に道を開く春闘を展開しよう 

 

建交労は、1月 30日～31日群馬県安中市のホテル磯部ガーデンで、

第 22 回中央委員会を開催しました。中央執行委員、都道府県本部・

業種部会、女性部・青年部選出の中央委員、合計約 80 人（オンライ

ン、委任状を含む）が参加しました。今回は、オンライン参加（写真

右側に各地とネットで結んで映し出す）併用でおこない、秋田県本部

からは、県本部の田中書記長が参加しました。 

角田委員長はあいさつで「11都府県に緊急事態宣言が出される中、

オンライン併用型での開催となった。この間、自由競争こそ是だと振

りまき、もうけが最優先とし、『生産性向上』『自己責任』『官から民

へ』など様々な政策を財界と財界の意向をくみした政府が進めてき

た。こうした新自由主義にもとづく諸政策により、基本的人権がない

がしろになれ、労働者としての誇りが根こそぎ奪われ、格差と貧困が

広がり、労働者同士を分断し敵対させ、労働者が手を結び、団結する

ことを阻んできた。私たちが掲げている諸要求を実現し、安心して生

き働くことのできる社会、憲法をかいあくするのではなく、憲法が生

きる社会を作るために、政治の転換が不可欠だということも強調した

い。市民と野党の共闘をさらに発展させ、秋までには必ず行われる総

選挙で、野党連合政府を実現させせるために奮闘することを呼びかけ

る。苦難の時だからこそ建交労『ワンチーム』となり、21春闘のスタ

ートダッシュが切れるよう、積極的な討論をお願いする」 

討論では、のべ 25 人が発言し、賛成多数で春闘方針案などを可決

しました。 

 

 

 核兵器禁止条約が 1月 22日に発効しました。しかし日本政府は

この条約に署名・批准しません。菅首相は 1月 22日の国会で「わ

が国の立場に照らし、条約に署名する考えはない」と明言しました。

世界で唯一の核被爆国の政府が、核兵器保有国のアメリカに同調し

て世界の流れに逆行するとは情けないかぎりです。政府をかえるし

かありません。同じ日の昼休み、秋田駅前で秋田県原水協の仲間約

30 人（上の写真）が『日本政府が核兵器禁止条約に署名・批准す

ることを求める』アピールのスタンディングを行いました。 

 

 

 



 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

   

  

   

  

 

 

 

  

 

 

   

  

 

 

 

  

   

  

  

 【前回の答え】 新春（シンシュン） 

 応募者 2名、正解者 2名でした。 

 個人加盟の笹耕市さん（73歳）に 1,000円の図書カードを送

ります。答えをハガキかファックス、メールで送ってください。

正解者の中から 1 名の方に 1,000 円の図書カードを贈ります。

その際、住所・氏名・年齢（さしつかえなければ）・支部・分会

名を忘れずに書いてください。初めての方の投稿大歓迎です！ 

応募のしめ切り⇒2月 25日の消印まで有効。発表は次号で。 

ヒント→〇〇オ〇〇…重労働、おつかれさま 

余白に意見や組合への要望などを必ず書き添えてください。 

とく名、ペンネーム可。 

仲間の皆さん、ふるって応募を！ 
 

《あて先》〒010-0976 秋田市八橋南 1丁目 2番 29号 

               Fax. 018-823-7751     

建交労秋田県本部「なかま」クイズ係 
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カギを解き、二重枠に入る文字

を並べてできる言葉は何ですか。 

【タテのカギ】 

①むだ骨。――に終わる ②――

出勤、――ボケ ③満ち潮の対 

④一十百千―― ⑥サツマ―― 

⑧啄木の――『一握の砂』 ⑪合

格めざし――勉強 ⑬囲炉裏。読

みは ⑭力士が――を踏む ⑮

治ること。完全―― 

【ヨコのカギ】①一年で一番夜が長い ③――を持て余す ⑤近

頃。――の出来事 ⑦雨が降ること。弾丸―― ⑨模擬試験の略 

⑩寒い朝、――がおりる ⑫――も若きも ⑭――徹底し情報共有 

⑯亀の――より年の―― ⑰不利の対 

 

2021年 2月 5日 

日

米
国
で
は
ヤ
バ
イ
？
感
じ
の
ト
ラ

ン
プ
氏
が
敗
北
し
バ
イ
デ
ン
氏
が
大

統
領
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
日
本
で

は
コ
ロ
ナ
の
第
３
波
に
緊
急
事
態
宣

言
の
都
府
県
。
我
が
秋
田
県
も
総
合

病
院
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
大
雪
も

あ
り
ヤ
バ
イ
感
強
め
で
す
が
、
今
年

は
も
う
ヤ
バ
イ
の
発
想
は
御
免
こ
う

む
り
た
い
で
す
。 

ダ
ン
プ
支
部
千
秋
分
会 

 
 

 
 

 

佐
藤
正
樹 

５
８
歳 

 

 

 

 

危機感のない国のコロナ対策 

 検査・医療、営業・雇用に強力支援を 

新型コロナ感染は一向に衰える気配がない。首都圏の緊急事態宣言 

は遅すぎた。検査・医療の抜本的拡充策も、営業や雇用への強力な支 

援策についても具体的な政策がない。 

 

補償と一体で 

 緊急事態宣言について菅首相は飲食店への営業時間の短縮要請などが念頭にあるようだが、補償について

は触れておらず、飲食店の経営者や労働者に不安を与えている。宣言を出すなら感染対策の鉄則「要請と一体

の補償」を貫くべきだ。 

 営業を支え雇用を守る対策と一体となった措置でなければ、国民の暮らしはいよいよ成り立たない。感染抑

止に実効性を持たせるためにも、要請と一体での万全な補償を明確に打ち出すことが必要だ。 

 菅政権には危機感が感じられない。野党の国会延長要求に逆らって、2020年 12月早々に臨時国会を閉じ、

国民には自粛を呼びかけながら菅首相や自民党二階俊博幹事長が会食に参加して批判を浴びた。首都圏各知

事とのやり取りも「責任のなすり合い」で、いやいや緊急事態宣言を出した、とさえ見られている。いくら「同

調圧力」が強い日本でも、国のトップがこんな態度では必要なメッセージが国民に届かない。 

 また、政府は新型コロナウイルス対策の特別措置法改定案に事業者への罰則を盛り込む方向で検討してい

る。特措法を改正しなくても補償が出せる。罰則頼みは分断を助長する恐れがある。十分な補償こそが求めら

れる。 

脆弱な保健・医療 

 コロナ禍は、日本の医療や保健所の体制がいかに脆弱だったか浮き彫りにした。医療体制は通常からぎりぎ

りの状態だった。保健所体制も縮小されてきたため、ＰＣＲなど必要な検査が迅速に大規模に実施できなかっ    

た。いずれも自民党政治の下で長年続けられた社会保障の切り

捨て政策がもたらした弊害である。 

                      ひっ迫する医療体制の中で苦闘する医療機関などへの本格的

な支援策は示されていない。感染者急増で年末年始も奮闘して

きた医療機関への減収補填、医療従事者への特別手当の支給を

実施するべきだ。  

【2021年 1月 7日発行、宣伝研究より】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

経
済
を
回
し
つ
つ
コ
ロ
ナ
感
染
を

押
さ
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
の
と
こ

ろ
失
敗
と
い
え
そ
う
だ
。
経
済
を
止
め

る
と
自
殺
者
が
増
え
る
か
ら
と
政
府

は
言
う
け
れ
ど
、
本
音
は
国
民
の
命
よ

り
経
済
が
大
事
だ
と
間
違
い
な
く
思

っ
て
い
る
。 

 

自
殺
者
の
増
加
は
補
償
を
充
実
す

れ
ば
防
げ
る
。
一
方
、
医
療
崩
壊
す
る

と
救
え
る
命
も
救
え
な
く
な
る
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
働
き
改
革
と
称
し

て
非
正
規
社
員
を
大
幅
に
増
や
し
た

こ
と
が
果
た
し
て
よ
か
っ
た
の
か
。
コ

ロ
ナ
禍
で
弱
者
が
真
っ
先
に
首
を
切

ら
れ
生
活
に
困
窮
し
、
路
上
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
テ
レ
ビ
が
報

じ
て
い
た
。
政
府
は
そ
れ
で
も
自
助

だ
、
自
助
だ
と
繰
り
返
し
、
手
を
差
し

伸
べ
な
い
。
公
助
の
大
部
分
は
強
者
に

向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
？ 

 

年
末
か
ら
の
大
雪
も
雨
で
だ
い
ぶ

解
け
て
き
た
。
日
本
の
雪
解
け
は
近
い

の
だ
ろ
う
か
。 

個
人
加
盟 

笹 

耕
市 

７
３
歳 

  

  

 

 

 

 

 

 
 

 

人
類
の
進
歩 

 

対
コ
ロ
ナ…

ワ
ク
チ
ン 

 

自
国
第
一…

国
際
協
調 

 

世
界
平
和…

核
兵
器
禁
止 

 


